
飛サ亀資料館建設地の調査

第1図  昭和47年 5月～8月

飛鳥資料館建設に伴なう事前調査 として、明日香村奥山で発掘調査を行なつ

た。調査地点は、奥山久米寺跡の東約 400m、 山田寺跡の西約 450mの ところ

で 、明日香村から桜井市方面へ通じる県道の北狽と、山合いの南斜面である。建

設予定地内に A～ Fま で 6本 の トレンテを設定した (挿図 )。 発掘面積は約 8

aで 滉る。

調査の結果、遺構 としては建築物遺構 4、 柱列 3、 石組暗渠 2、 め くら暗渠

と、のほか多数の濤などを検出した。これらの遺構について概略をのべ る。

Aト レンナで検出した石組暗渠 (以下、大石組暗渠 という。第 1図 )は 、今

回確認出来た範囲でも、会長 73mに もおよぶ長大なもので、途中にマンホール

状の施設をもつている。この大石組暗渠は、今回確認した範囲の北から65mの

間は、南北一直線にのび、宮川の北 10mの 位置で西に曲折 し 8mほ ど続き、

その先は水田造成のために破壊されて遺存 していなか つた。直線部分の方位は

真北に対 して 6° 33'】ヒで東に振れている。この大石組暗渠は、南向きの斜面

に自然地形を利用して築かれており、検出した遺構両端の比高差は40mで 1.3a

の傾斜をもつ。この暗渠の先端は宮川に注 ぐものと思われる。暗渠の構巻は、

幅 2m、 深さ約 1。 2mの 掘り方を掘り、ほぼ 2列 に帰平な礫を敷いて底 とし、内

側に面をそろえた自然石を 2～ 3段 に積み側壁としている。その上部に長径 60

～70卸 大の自然石をのせて蓋石としている。側石、蓋石とも隙間には小石をつ

め粘上で裏ごめをしている。濤幅は、内径で上幅 40御、下幅 30伊 高 さ60嘲 0

伽″測る。途中にあるマンホール状の施設は、暗渠の蓄石より側石″ 2段ほど

高く積み上げ、内径 50卸×40側の長方形の開口部をもつ。底から開口部までの

高さは、1.4mで 沐る。なお、曲折部付近では、後世の攪乱のためにき石がすで

に取 りはず されてお り、さらにその西では、側石も部分的にしか残 つていなか
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飛鳥資料館建設地 (網はトレンチを示す)

つた。この大石組暗渠は現在南半の部分を粉出したのみであるが、おそらく北

方にのび山合いの奥に関連する施設があるものと考えられる。この大石組暗渠

は、出上した遺物からみて 7世紀の遺構で赤ると考えられる。

この暗渠上部を覆 つて一帯が厚 さ lmほ どに整地され́ていた。この孝地面上

において、マンホール状姉設に北接 し、大石組暗渠をまたぐようにして建られ

た建築物 と思われる遺構を検出した。この規模は、今回の調査によつては、西

半部を検出 1/た のみで、今か槽は確認出来なか つた。

Bト レンナでは、柱FBH l.25m等 間の柱列 2間 分″粉出した。この遺構は、中

世の遺構でムる。

Cト レンナでは、北西部に茉いて、桁行 4闇 (柱 FH4 2.lm等 聞う、梁行 3間 (

柱間1.8m等 間 )の東西棟建物″粉出した。この建物は、 Bト レンチの建築物と

同時期のものである。また、曰 トレンナ中央南端よりにおいては、およそ 5m

にわたるめ くら暗渠″検出したとこの遺構は、10～ 15伽大の様″つめたもので
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ある。めくら暗渠の北側にこれと一部重複する石組暗渠を検出した。この遺構

は、西から東へ8.5nほ ど直線的にのびたのち、直角に南に曲折 して 44ほ どつ

づ く。この構造は、濤内径が幅 lb師 、深 さ 10印 で側野に鳥平な緋を立て並べ、

20～ 30師大の礫で蓋身したものである。底に石を敷いた痕跡は認められなか つ

た。この遺構は重複関係から、上記 lン た東西棟建物に先行 し、また、め くら暗

渠にも先行するものである。なお、 トレンナ東半部を掘り下げた結果、古墳時

代の濤など下層遺構を検出した。

Dト レンナにおいては、東半部に染行 1間 (柱間 1,9m)、桁行 3間 (柱間 1.6

m等間)以上 の東 西 椋建物を検出した。この遺構は、 Cト レンナで検出した

建物 と同時郵のものである。この建物 と重複 して、「和国開弥」 30枚、骨細片

を都めた奈良時代末頃の土師器把手付壷を検出した。

Eト レンナでは、中世の時却と思われる大濤、 Fト レンテギは、古墳時代の

濤を粉出したが、他には、特に記すべ き遺構はみられなか つた。

以上、資料館建設地の各遺構について述べたが、この調査で、特に注 目され

るのは大石組暗渠である。 7世紀の飛鳥地方には、このような遺構がほかにも

みられる。今回の調査地の南西 700mの「 石神」のだより、道祖神・須弥山を

始めとする石造遺物とそれに関連すると思われる石組大濤が検出されており、

大石組暗渠もそれらとの関淳で興

味深いものである。今後の調査に

おいて、関連施設の全容を明らか

に呟遺跡お性格を明らかにしたい。

出土 した遺物は、古墳時代から

中世まで、かなり幅の広い時期に

わた つている。土器類では、瓦器

が多く、土師器、須恵器、黒e土

器、緑釉陶器、磁器があり、その

ほか、埴輪、瓦類、硯、滑石製有

孔円板、玉類がある。
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坂田寺跡の調査

第2図  昭和47年 8月 ～10月

坂田寺は飛鳥寺とともに、わが国最古の寺隣として知られている。明日香村

大字坂田から栢森に至る県道 と、坂田の集落へ通ずる旧道とが分岐する付近で

は、古 くから礎石や古瓦が出土 してお 1,、 ここが坂田寺跡 と推忠されている。

このたび、建設省の 47年度事業である祝戸国営公園の建設に伴ない、公園ヘ

の進入解が推定坂田寺跡の北辺を通ることにな つたので、その事業に先だ つて

道路敷地内の調査″行な つた。発掘面積は約 3.5aで ある。

発掘 4‐l区 は、旧道が坂田と吉野方面とに分岐する地点であるっ通称「 まら石」
(注1)

と呼ばれている石造物の北狼1で、石田茂作氏推定の坂田寺問跡の北辺にあたる。

付透一帯は1北方約 100mを 流淑́ る飛鳥川に向か つて下がる傾斜地で、かな 1)

の高低差のある水田が作ら淑́ている。調査は、旧道をはさんで東西に長い トレ

ンナ″設意して行な つた。

調査の結果、この地域では姫斜地を数回にわた つて整地 していることが判明

し、池・濤・掘立柱列 4´建築物などが重複 した状態で絵出さ淑フた。これらの遺

構は大別して四期に分けられる。

次に、検出した各時期の遺構・遺物について概要を報告する。

第 I期 は 7世紀前半にあた り、この時期の遺構には、旧道東側の Aト レンテ

で検出した池 (SG]00)が ある。池の北端 。西端は発掘区の外になるため、

全規模を明らかにすることはできなか つたが、南北幅 10m、 東西幅 6m以上で、

中央部での深さは lm以上におよんでいる。東側の岸には、護岸のため、高さ

約 lmの 石積を築いてある。

第 Ⅱ郊は 7世紀後半にあた り、この時期の遺構には、土 拡 (SK080)、 素

掘りの溝 (SD081)、 土拡状の落ち込み (SXo82)な どがある。これらは

いずれも旧道西側の Bト レンチで紛出した。
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第 Ⅲ期は 8世紀前半にあたり、この時期の遺構には、濤 r sD050・ 051)、

掘立柱列 (SA060・ 061)、 建築物OB070)、 土払 (SK054)、 石列 (SX0

53)な どがある。濤は Bト レンナで検出した。いずれも石組みの溝で、東流す

る東西濤 (SD050)に 北流する南北濤 (SD051)が T字形に合流する。 東西

濤は、南北濤 との合流点の西約 4.54の位置から始まり、会長 12m以上、内幅 0.

5m、 深さ 0.5mで 赤る。南北濤は、 Bト レンテの中央南端にある石列状め遠構

(SXOⅢ 2う の北端より始ま 1)、 全長約 10m、 内幅約 0.5m、深 さ約 0。 4mで、底

には玉石が敷いてある。掘立柱列 (SA060・ 061)は 、 Aト レンチで粉出した。

SA060は 東西にならぶ 2本の柱列で柱関は 2,94mである。いずれも直径約 30

師の柱根が残 つていた。 SA061は 、この柱列の東延長線上 6.2mO)と ころから

始ま t)、 柱掘り方″ 2間分給出した。柱間は西から 2.5m、 2.Omで ある。SA0

60と SA061と は柱筋がそろ つており、同一の遺構である可能 ll■ も考えられる

が、両者の中間にあたる柱位置には掘り方は確認できなか つた。態築移 (SB0

70)は Cト レンチで検出した。 4本の柱根が一つの大きな掘イう方内に建てらぷ

ている。 うち 2本 は、 SA060・ 061と 平行し、柱間は 2.る m、 他の 2本は、この

柱列に直交する形でたち、柱間は 2.4■ で沐る。東歯列の柱根は直径 30翻、南

北列の柱根は直径 60側はどである。東西列の柱は南北列の柱より深 く、その根

元の両狽1に は、東西方向に、上下に約 50師ほどの間隔で二本ずつ木材 を柱に

そ つて横たえ、柱の根固めをしており、さらに、この横材の外側には石を詰め

て闘慮してある。南北の柱 t主 、東西の柱身立て構材を据えて埋めた段階で、掘

石細み濤 SD 050・ 051(西 より)
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り方を掘 つて建てられたもので、その根元には根巻き風に石を据えてある。こ

の建築物の性格については、南側が未発掘であるため、今後の調査を待 つて粉

討 したい。 Bト レンナ東南端、 SB070の東西柱列の西延長線上約20mの 位置

でも、 SB070の 東西列の柱と同様に木材を根元に横たえた柱根一本 (SX071)

を検出した。 SB070に 関連するものであろう力ち Bト レンチでは、ほかにも柱

根や柱掘方を検出したが、性格は不明である。

第Ⅳ期は 8世紀後半にあた り、この時期の遺構には、濤 (SD010・ 012・ 013・

016)、 瓦堆積 (SX020)、 土 拡 (sK011)、 石敷 (SX014・ 015・ 018)な

どがあり、これらは第 m理 の遺構の上層で検出した。濤はいず漁も北流する南

北溝である。 SD010は 内幅 0.3m、 深さ 0.omほ どの石組み溝で、北部は素押

りの溝 となり西へ折淑まが つている。 SD012・ 013は 、この濤の東約 5mと 9.

5mに かり、いずれも幅 lmほ どの浅い素掘りの濤である。 SD0121ま 第 Ⅲ期の

石組み濤で、最大幅 ],3m、 深さ約 0,4mで ある。瓦堆積 (SX020)tま 、丸瓦 。

平瓦が交互に組み合 つたまま、反転 して転落 した状態で遣存 していた。この状

況から瓦堆積の南に建物が想定されるが、建物本体は確認できなか つた。

これら四期にわたる送構のほかに、 Bト レンテ下層では、古墳時代の意物包

合層のあることを砕認とノた 0

♀1 : 1 1♀      1'     ISCM

池 SG 100出 土土器
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遺物には、土器・瓦・木簡・木製品などが沐る。

第 I期 の還物に tま 、土器・瓦・木簡 。木製品 ,金属製・

骨角製品などが赤る。これち はすべて池 (SG100)内 堆

積土から出上 した。須恵器には各器種があるが、量は多

くない。この時期の特徴力よく示す杯・きについてみる

と、国径 9帥ほどの内面にかえりをもつ蓋 (10)と これ

に組み合 う杯 (H)と が主体をなし、さらに、ほぼ同径

で短かい蓋受けの立ち上が りをもつ杯 (9)と こ́れに組み

合 う蓄 (8)とが少量共伴 している。須恵器に比べて土師

器の出土量は多い、土師器には各器種があるが、杯・皿

類が主体をなしている。杯は、胎上・色調・形態から A

(2・ 3・ 4)・ B(]う の二つに分けられる。Aは、胎上が 池 SG 100出土軒瓦

精良で赤味がか つた裾色を呈し、底の丸い擁形の器形である。外面はへら磨主

内面に細か く放射状暗文・らせん状暗文を施 したものが大部分を占めている。

Bは、微細な砂粒を合む胎上で、淡禍色を呈 し、日縁部 と底部との境が明瞭で

回縁が外方に屈折する器形で歩,る 。唐部外面は荒 くべら削りしたままである。

この種のものには暗文は認められない。皿は綿部の形態によつていくつかに分

けられる。いずぷも、内面に放射状暗文 。導弧状暗文・らせん状暗文を組み合

わせて加 している(5・ 6・ 7)ぅ この時期のものとして皿が確実に共伴 している

ことは興味深い。これら一群の上器は、当研究所による小治田宮跡推定地や雷

丘東方遺跡の最近の調査の成果なと を考慮すると、 7世紺中葉をや k遡 る時期

のものと考えられる。瓦も多量に出上 した。軒瓦では、坂田寺跡出上のものと

してすでに知られている 8葉の単弁蓮華文軒丸瓦 (2)や、飛鳥寺倉‖建時のもの

と同型式の単弁 10弁 蓮華文軒丸瓦 (1)、 手彫の忍冬唐草支軒平瓦 (3)などが

ある。多量に出上した丸瓦・平瓦は、現在整理中であるが、全体に砂粒を合む

胎土で、焼が硬 く、赤禍色1を 呈し、格子目の叩きのあるものが多ぃ。木綺には

「十斤」 と書かれた、長さ 5帥前後、幅 2師の付州.が 3点 ある。木製品には、

糸巻、琴柱、曲物、横櫛、杓柄などがある。糸巻は、ほぼ完形で、平城宮跡出
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土品によく似たものがある。ほかに「卍」 と墨書 した須恵器の杯などがある。

第 1理の遺物としては、土器・瓦・木簡がある。これらはおもに土 拡 (sK

080)、、濤 (SD081)か ら出土した。土器は藤原宮出土のものに近い■l式のも

のである。瓦には、 7世紀後半に属する単弁重弁軒丸瓦などがある。木簡は「

賀年 」と準1読できる断片が一点出土 した。

第 Ⅱ期の遺物には土 器・瓦 。木簡がある。須恵器には杯・蓄などがある。こ

れらは石組溝 (SD050・ 051)よ り出上した。土師器には杯・皿 。高杯 などが

ある。杯・皿には、放射状暗文・連弧状暗文・ らせん状暗女の輝 されているも

のが多い。これら一群の土器は、型式的にはほぼ神亀,(724～ 723)頃げ)も ので

ある。土器には暴書 したものが多く、 30数点ある。「知識」「南」「金」「

真」「新」「成」「大」「和」「太」などと書かれている。木簡は二点出上し

たが断片で型誇できない。

2上のように、景物は遠構に伴 うものが多く、とくに池 (SGloO)や 石組濤

(SD050'051)出 上の土器は、飛鳥 lllJ域での土器編年の基準となる良好な資

料 といえよう。

今回の調査で粉出した還構は、調香地が小範囲で赤 1)、 また各 トレンテ間ご

との送構の関連
ll■ の把握が充分でなく、 ll■格の半Ⅲ然 としないものが多い。これ

らの遣構は付近の小字名や瓦 。「 卍」の墨書土器などの出土遺物からみて落そ

らく坂田寺に関連するものと考えられる。 これらのうち、掘立柱列や湊など

は、寺域 の北限をEX画す る施設の一部の可能 l14が ある。また、 1、 Ⅱ郊遺構に

ついては、一定の方位を示すものがないが、 Ⅲ・Ⅳ期の遺構については、方位

が真東西に対して東で北に約 17度ぷれているものが多い。 これは地形にが制

された結果であろう。坂田寺の倉‖建については、文献によ漁フば用明 2(587)気

堆古 14(606)年 などの造寺の記事があるが、発掘調査の結果、第 1期 とし

た池 (SG100)の 出土遺物からみて、 7世紀調半にはすでに叛田散 ミ造営され

ていたと考えら加る。

(注 )石 田皮作『 飛鳥時代寺院址の研究』1936年

(注 )『 奈良国立文化財研究所年報』1971年
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奥山久米寺跡の調査

昭和47年 9月 .昭和48年 1月

昭和 47年度、 奥山久米寺旧境内で家屋改築にともない 2件の発掘届が提出

され、これについて発掘調査をおこな つた。調査地は久米寺現本堂の北側で、

旧金堂と講堂の間に位晉する西田茂氏宅 と、現塔跡の南に拶する寺田正雄氏宅

である。面者 とも羽家屋の敷地に改築するため、また諸般の事情から発掘地域

は極 く限られた範囲にとどまつた。発掘面積は 77m2で ぁる。

金堂北側地区 (西 田茂氏宅 )発 掘地は久米寺現本堂北辺より北へ 5m、 本

堂西辺より西に 14mは なれた地点である。現在住居となつている主屋が改築さ

れ るが、調査は改築にともなう種々の待1約から、主屋の南側および西南側の空

地を主に、東西方向の トレンテを設定 して発掘を渚こな つた。

-10- 奥山久米跡遺構実測図



発揮の結果幣認 した遺構は、久米寺の中心伽藍をとりまく想慮西面回廊基壇

および西 IRllの 雨落濤 (挿図 )で ある。回廊基壇は、東半部が防空濠掘穿のため

削 1)取 られていたが、西半部は比較的遺存状態は良好であ つた。基壇は旧地形

の上部を約 lmほ どの厚 さで警地 して平担面とし、その上面に赤裾色,の砂質粘

土″言 く盛土 lノ 基壇とす る。その西端に素掃 1)の雨落津が赤る。基壇は現存部

分で幅 3.4m、 高さは最 も良 く残 つた部分で 25帥である。西狽1雨落濤は幅55側

深 さは羽存基埴上面から 43鰍、基嬉外側の平担面から 22 oTの 深 さである。基

壊上面は後世に掘られた小穴がいくつか赤 つたが、基炉化粧を示す構造物は遺

存 していない。この雨落溝および基壇外側には多量の瓦類が堆積していた。

基墳東半部は、基壇が削除され顕著な遺構は発見できなか つた。ただ、基壇

西端よ 1)東 へ約 7mの 地点で、凝灰岩、大型の礫などが散在 しており、その上

面に多量の瓦類が堆積していたのが注意さ加.る 。おそらく、後世に、基壇の東

端に淋つた諸施設を破壊 し、一括投棄したものであろう。 したが つて、今回の

調査では回廊基壇幅については、その数値力得るに至 つていない。

伽藍配旨における回廊基壊の位置および実数値については、久米寺自体の物,

鷲中軸線が明らかでなく、適確に指適できない。か りに塔跡礎石科をほぼ |」R欝

中軸線に近いと想定した場合、今回の基埴西端からこの線まで約 32�である。

出土遺惨は軒丸瓦六型式、軒平瓦二型式のはか、丸瓦・平瓦を多量に発見し

た。軒丸瓦は図示 したもののほか、単弁八葉蓮華文やいわゆる大官大寺式の軒

丸瓦が赤る。軒平瓦は、重弧文と大官大寺式のものがスる。上器押 t■下層の警

地上中から古墳時代に層十る須恵器、土師器が若千出土した。

一
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塔跡南側地区 (寺 国正雄氏宅 )発 掘地は塔跡

と塔跡の南約 25mは なれて東西にとおる道路の間

に位置する。家屋の改築にともなう発掘調査で、

今回は塔跡の南縁に接する庭地身調査した。庭地

と塔跡の間には約 120飢程度の落差があり、一段

塔跡地表面が高 くな つている。さらに、塔跡上の

露出した礎石群の柱座の上面は、地表よ 1)約 50

帥程高くな つている。したかて 、礎石柱座面から

発掘抑の地表面まで約 170"の 差 となる。

発掘の結果、遺構は、久米寺関係の遺構は後世

の土地造成のため削平され、わずか江戸時代末以

降の建物の跡が発見されたにすぎない。建物は地

表下 lmの 所で周囲に長径 30翻よどの自然石の雨

落葛石をめぐらしているようである。この内狽1で  奥山久米寺跡出聾託幡電(%)

懲物の狽1柱列の礎石抜取穴一口を検出した。礎石から雨落葛石まで約 120針を

測る。この建物の東側から染付を主として陶器類、瓦類が出上 した。

この建物の上方約 40鰍の所にも、江戸時代末から明治初年にかかる建 物 一

棟の存在を認めた。

なお、本調査に関連 して、塔跡の西側の朋地に、二本の トレンテを設定し、

西回廊跡の粉出を試みた。周辺は後世の肖1平が著しか つたが、先の西田氏宅で

検出した西面回廊の西狼l雨落濤の延長部分 と考えられる痕跡が遺存 していた。

ほかに久米寺の関係遺構はなく、大半が古墳時代の小穴群であり、遺物 として

は土器類が主であ つた。

久米寺の旧境内は、現在大部分が民家 とな つている。寺域および各堂宇の学

術調査も今 日までおこなわれておらず、その実態は不朝な点が多々である。今

後あらゆる機会をとらえ、旧境内の調査が進めらねるべきで、今回の調査はそ

の第一歩といえる。最近の周辺 lllJ域の開発に対しても、早急に寺跡全域の史跡

指簿とその保護が必要となつてきている。
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飛〕亀浄御原宮跡推定地の調査

昭和47年 10月 ～昭和48年 1月  奈良県との共同調査

飛鳥小学校の南側隣接地で家屋新築に伴 う発掘届が昭和 47年 7月 に奈良県教

育委員会に提出され́た。この地の東方約 50mの 水田 (字石神)で は明治 30年

代に「 須弥直I」 「道祖神」像が発
jRI!さ れ、さらに昭和 ユ1年に行な競 Rた 同地の

発掘で石組み水路や石敷き遺構が粉出されている。さらに小学校敷地内で石敷

き遺構が見出されている。こうしたことから、このたびの家屋建設予定地内で

も当然何らかの遺構の存在が予想さ漁たので、地主の島田清文氏の御理解を得

て発掘調査″行なつた。

発掘調査は、奈良県教育委員会とともに行なつた。発掘面積は 470m2で ぁる。

調査地は、奈良県高市部明日香村飛鳥字折口 207番地に所在する水田であ乱

の地域は、全体的に飛鳥川の流路に沿 つて傾斜しており、こうした地形に営

れた水田は、高低差をもつて西北方に違なつている。

懲物の建つ部分″避けて設定した 3カ 所の トレンテで、石組みの濤 1・ 礎石

掘方卵11。 掘立柱列 1な ど″検出した。

石組み濤  径 60～ 80師の 自然石を組みあげて正方形に回らせた大規模な

濠状の遺構である。壁面は通例の濤のように垂直に立ちあがらず、両壁面とも

約 17度 の傾斜角度で 3～ 4段組みぷデている。底面は平担で、同様な大きさの

赤るいは径 lm以上の石力敷き並べている。各面とも、それぞれの石を据える

ために掘方″穿 ってぃる。さら1こ根石を用いている部分もあり、総じて丁寧な

造作で沐る。石組みは部分的に廃絶直後 と中世以降に破壊 さ淑、石が抜 きとら

れてぃる。 とくに南辺で著るしい。石材は花南岩のため国1化がひどく、石を抜

きとつた痕には花南岩の表面が剥離して残 つてお 1)、 その抜 き痕を明砕に知る

ことができた。濤の堆積土は焼土を合んだ暗禍色,上であり、砂の堆積は認めら

瀬ない。濤の幅は、部分的に広狭があるが、底では約 1,8■の幅でき つている。

予
」

ま

-13-



上辺は後の削平のため明礁でなく、検出面で約 5.4mの 幅があ孔 東西及び南北

間の心々距離は約 244で ある。

礎石掘方冽l  西辺部石組み濤の西辺内側にそ つて南北に、根石の残 る押方

″ 5間検出した。北端の柱間のみ約 2.4mで、他はいずれも約 2.8m等 間 であ

る。北端の掘方は、他より小さく浅い。掘方列の南北中軸線 と溝 との心々距離

は約 6.4mあ る。この距離は、南端の掘方中心と南辺部堵組み濤との心々距離に

等 しい。

押立柱線方列  石組み濤の南外側にそ つて抜穴々伴 つた掘立柱穴を一列 S

間秒出した。柱聞寸法は約 2.8n等間である。柱穴列の南狽Iは感土地 としていた

ために、部分的な試掘″行ない、西から 2番 目の柱穴より南へ約 5.6mの 位置に

1個の掘立柱穴″見!出 した。 
‐

なお、この遺構に関連して、発掘地の西側にある水田で発掘を行な つた。こ

の水田は、本遺構の水田面より約 2.5mの 落差で低 くなつている。この田に東西

トレンチ″設定して調査を行な つた結果、水田の床土下に中世の堆積上があり

その下層は裾色粗砂の堆積層とな つている。この砂層上面は、現水田面から約

1.5m下になる。■移の1ナ況は、人工的なものではなく自然の水流による堆積で

飛 鳥 浄 御 原 宮 推 定 地
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あ り、これは飛鳥川の旧河床と考えられる。

今回の調査での出土遺物は僅少である。石組み濤の堆積土は上部の授乱土カ

除き、一時鄭の堆移であり、しか
ン
も流水による堆積ではない。このを積土は多量

の鱗土を混え.て お り、この中から 7世紀後半の土器類が出土している。とくに

顕著な遠物 としては鉄滓・ フイゴの羽口が淋る。

以上遺構の概略を述べたが、紛出した遠構の性格について注意される点を三

・ 三あげておきたい n

石組みの施設は溝が正方形に回 つていることによつて、構造物 ととッて内部を

区画するものであることが知漁ろ。そして、四周を石で組みあげている状況1か

ら、特殊な形態″もつ基壇と考えることができよう。一般的には建物基壇の各

側辺はほぼ垂直に立ちかがるのが通例の形態であるが、本例は傾斜角度約 17廣

で築かれた乱石組み基壇と言えよう。基壇の規模は 1辺約22.5m、 高 さは現状

で約 0。 7mで ある。この基壇内で検出した根石孝残十掘方列は、基壇上に建つ建

修の押方 と考えられる。前に述べたように北端の柱間が他 と異なるので、この

建物が北廂つきである可能性がある。するとこの簿物は、礎石を用いた 4 FRH Zrl

方北廂付き懲物とも想定さ淑るが、発揮範囲が基壊全体にわた つていないので、

明徹な結論は将来に待 ちたい。なお、発押中

に発見 した瓦類は皆無 にちかいので、この

構石懲物は瓦葺ではたか つた と考えられ る。

基どとに礎石身据えた ものでかるとす漁

ば、基寧び)高 さは現在 より若千高 く復元で

きるだろ う。えi濠 σウぽか ら形1出 面までの高

さが約 0。 5～ 0.6mであるが、この面で ,1根

石 σヽ残 る押方が浅 く検 出されたにす ぎない。

こσ→根石に礎石を据えれば、 この頃θう体石

の一静的な大 きさか ら言 つて紛出面 と礎石

上面までは、少な くとも0.6～ 0.8mほ どの

芽が赤ることになる。 したが つて基摯の高

-15-
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さは約 1.1～ 1.3mに復元でき、

石組みはあと一段高 く組みあげ

られたと考えられよう。こうし

た場合、外側の石組みも基埴と

同様に復元すべきかどうかの間

題がおきてくるが、掘立柱掘方

列が南辺部石組みや抜穴と近接

している点、この柱穴掘方と石

組み揮方との先後関係など、い
石組み溝西部と礎石推方列 (北より)

くつか問題点が残 るので、基壇の高さと濤外側の比高などについては後 日の研

究課題 としたい。

掘立柱列は柵ではなし、その南方で検出した 1個 の柱掘方とともに、 1棟の

建物を構成するかもしれない。

今回の発掘は、家屋建設予庫地のすべてにわた つたものではなく、それ,ぞれ

の遺構 も全体を検出したものではないので、この地げ)性格を映らかにすること

はなかなか困難である。検出した遺構のうち、とくに石組みの建物基壇はきわ

めて特殊なものであり、こうしたものが築造されたこの地域は飛鳥川に東接し、

石神の追構の西方約 50m、 飛鳥寺の北西約 100m、大官大寺塔跡の南方延長線上

約 860mに ある。また、中ツ道から西方約 80m、 山田道から南方約 300mを ヘ

だてている。本追跡が飛鳥京で占める位置、飛鳥浄御原官とのかかわ りなどに

ついては、とくに前の石神の遺構などとの関連をはじめ周辺の調査研究にゆだ

ねる点が多々である。
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藤原宮第 5・ 6・ 7次の調査

― 鴨公小学校建設予定地の調査―

第 3図   第 5次 昭和 47年 3月 ～ 8月  31.4a
第 6次 昭和 47年 7月 ～ 10月  24.Oa
第 7次 昭和 47年 10月 ～48年 3月  82.9a

現在、大極殿跡北狽1の 一郭を占めている鴨公小学校は、藤原宮跡の保存計画

に伴い、現在位置の西南約 400mに移転することにな つた。移転予定地は、縄

手池 と飛弾から醍酬へ通じる市道とに換まれた約 200a奄贔 在はすべて水田に

なつている。この地域は、藤原宮の宮域の西辺、西面中門以南の官庁地域にあ

た り、宮域の西端″限る柵が、予定地の西に接する縄手池東堤の西端を通 り、

西面中門の推定位置は、予定地北辺から北 30mの 地点である。

当研究所では、学校建設に先立 つて、昭細も7年 3月 以来、二次にわたる調査を

実施 し、現在 までに、 90aの 発掘を終えた。

予忠地内の調査は、未だ完了していないが、以上の二次にわたる調査によつ

て、予定地のほぼ全域を占める官庁プロツクの存在が明らかにな つた。以下、

その概要を報告する。

調査地域の全域で、黒色土器・瓦器を伴 う中世の濤を多数検出した。これら

の濤は、南北方向に、あるいは東西方向に、ほぼ現在の水田の方向に一致 して

走 つており、いずれも、藤原官廃絶後の水田耕作に関連する遺構 と考えられる。

ほかに、この時郊の上拡を検出しているが、この時期の建物跡は皆無である。

中世σ)溝の大半が、藤原宮の追構面まで掘 1)込んでいおために、藤原宮期の

遺構の検出は困斯をきわめた。以下、藤原宮期び)主要な遺構について述べる。

検出した主な追構は、掘立柱建物 11、 概 3、 井戸 G、 土拡 5と 、調査地域の

南半で交差十る東西と南北方向の道路およびその側湊である。これ らの遺構 tk

東西方向の道路 SX108]と それに交差する南北方向の道路 SX1082に よつて区

画された時期 (A期 )VL、 βX1081・ 1082の 側濤″埋めて、東西椋のSB 1200
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を中心に、 SBH 00・ SBH 10。 SB1020などの大規模な掘立柱建物″整然 と配し

た官庁プロツクが形成 された時期 (B期 )の 前後二時期に分かれる。

期 __sxlo81・ 1082は 、幅 lm前後の側濤を伴 う道路で、いずれも幅約

6 mo SXlo81は 、 SX1082と の交差点以東では、西の部分より約 lm北に寄

つている。 SX1081の 側溝は、交差点でそれぞれ南北に折れて SXlo82の 側濤

につながるが、 SXlo82の 東側溝のみは、 SX1081カ 横切る浅い濤になつて南

北に連続している。また、東にのびる SX1081の 狽1濤は声西糾 SA1215の 西端

近 くで一段浅 くなり、輪郭の不鮮明な浅い濤になつて調査区外にのびている。

この東西榊 SA1215と SA1215に 接続する南北棚 SA1216と は、その配置の開

簿性から、 SXlo81・ 1082と 同時期のものと推定される。 SA3215・ 1216で

区画された中にある、倉庫隠の建物 SB1210も この時期のものであろう。なお、

SX1081・ 1082の 側濤からは、多量の上器が出上 したが、瓦は一片も紛出 さ

れなか つた。一方、後に述べるB期 の遺構 一押立柱癬物の柱穴、井戸、土払の

埋土からは、少量ながら瓦が紛出さ淑ている。この事実は、 A期 の遺構の性格

について一つの示唆を与えるものであろう。

B期 ― B期 は、この地域が一つの官庁として形を整えた時期でムリ、極め

て整然として建物配置がみられる。桁行 18間 (総長 49.9m)の 長大な東西棟

道路 SX1081・ 1082(西 より)
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建物 SB1200を 北に置い

て、その南方の東西に、

ほぼ同規模の南北棟懲物

8B1020 ' SBl100 '

SBl‐ o″ 馳 し、 こね ら

の懲物の間は、東西幅 50

m余におよぶ広い空間″

残 している。 この広場の

中央部 には、東西幅 6m、

南北 33m″ 測 る長大な方

形の上 拡 SKH 40が ある。



出土遺物は少ないが、北半部で完

形の軒平瓦・丸瓦などが出土 と́た。

4棟の掘立柱建物は、柱間にか

な りの長短 (別表参照 )が あるが、

いずれも柱間 9尺 (約 2.67 mj等

間″意識して建てたものとみられ、

各懲物の配置もまた、この 9尺を

単位寸法として計画されたようで

ある。 SBHOo o SBl■ 0はその

西側柱列″ SB1200の 西妻にそろ

えて建てられており、 SB1200南

側柱列と SBH 00の 北妻の間は柱

聞 4 FHE分、 SBl100と SBll10と 建物 SBl100。 1110(北 より)

の FHRは 柱間 5聞 分″あけて建て られている。 また、 SB1020北 端の西側社 は、

SB1200東 端の南狽1柱か ら東へ柱間 6間 分、南へ 3間分の位置にある。 したが

つて、 SB H 00東 狽1柱列 と SB1020西 側柱列 との間は、柱間 21間 分あいている

ことになる。

SBl100と SBl H Oで は 、 当初 び)額I柱 の み の 難 物 (SB H 00A・ SB H 10A)

を 後 に 、 総 柱 の 建 物 (SB H 00B・ SB H 10B)に 態 て か え て い る。 SB1200・

SB1020で は建てかえは認め られないので、 この建てかえは B期 の うちに行な

われたのであろ う。 SB H OoA・ Bの 柱穴では、柱穴の底に、人頭大の河原石を

な らべた敷石が認められ、SB H ooAの 柱穴では、 さらにこの敷石の上に、柱位置

を閣んで並べた小石が粉出された。 いず れも、軟弱な地盤に第け る、掘立柱の

不 同沈下や横ずれを防 ぐための ものであろ う。

SB1020で は、南半の 1 l FH3分に 、床束の礎石が秒 出さねた。 浅 い円形の掘

1)方の中 1と 、 30～ 40師大の自然石″すえた もので、東西側柱の内狽1と 両 側柱

の FBH″二等分す る位置にある。南半の 11間 分々床張 りに した もの と考えられ る。

B期 で は 、 ほ か に 、 SEl10bを は じ め とす る、井 戸 3基 が あ る 。 SB H 00と SB
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lHoの 間にある井戸 SEH 05か らは、土器 。木簡・斎串・鋤の未成品・かご

・仲の殻など、多量の遺物が出土 した。木簡は 2点 あり、つけ札一点 と文書風

断片一点である。SEH 50・ 1160で は井戸枠が残つていた。前者は四枚の縦板

力方形に組合せ、後者では、横板を井桁組みにしている。後者の 用材は建物部

材力転用したものである。なお、所属時期が不明 (A期 ?)であるぶ SB1 200

東辺で検出した井戸 SE1205で も、縦板組の井戸枠があ 1)、 四隅の支柱に、建

物の柱材を評いていた。

以上が、鴨公小学校建設予定地において実施 した、第 5。 6・ 7次調査の概

要で沐る。最後に、調査の成果 と問題点″簡単にまとめておきたい。

このJIJ域 では、藤原官期の遺構に、 A郊 、 B期 の前後二時期のものが認めら

れた。 A期 には、調査地域の南半で交差する東西 と南北方向の道路 SX1081・

1082が あり、この道際によつて、この地域は四分されている。東南のプロツ

クには、柵 SA1215・ 1216で囲まれた一享【がある。宮域 との関連から、この

道路の位置力みると、東西方向い道路 SX1081は 、西面中門から南へ 1町 (約

182.5m=京 条坊の町割 1)計画寸法 )、 南北方向の慧路 SX1082は 、宮中軸

線から西へ 3町の位置にある。柵 SA1215。 1216に囲まれた部分の内部の調

査が進んでいない現在、断定的なことはいえないが、この時期の遺構はきわめ

てまばらで、とくに、規模の大きな建物は 1棟 もない。藤原官造営当初の姿を

示十ものかもしれない。

B期 になると、 A期の道路は靡絶 され、調査地域酉半力中心とする官庁ブロ

ツクがつ くられる。 B期 は藤原宮の盛期である。南北梼建物 SBH00・ lH0

は、この時期に建てかえが行なわれている。羽在のところ、長大な掘立柱建物

を整然と配した、 この官庁の性格″推定する材料は極めてとぼしい。平城宮、

平安宮では、宮西辺のこの地域に馬寮が置か漁ている。細長い南北棟建物の存

在が日立つ点に、平城宮馬寮としヽくぶんの類似が認められるが、ほかに、この

官庁力同積のものと十る根拠はない。 B期 に形成された官庁ブロックのllr格 の

究明は、今後の調杏に待ちたい。
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藤原宮第 5・ 6。 7次調査検出主要遺構

遺 構
柱 間 数 総 長 (ml

備 考
桁行 1梁行 桁行 1梁行

A 期

Ｘ

Ｘ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｅ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

1081 東西道路

1082 南北道路

1210 建   物

1215東 西 柵

1216  F百  】ヒ 布冊

1225井  戸

2× 2

6以 上

11以上

&0

中屋6m

中冨6m

総柱の倉庫風建物

B 期

SB 1020南 北 棟

SB 1100A "

SB 1100B  "

SB l110A "

SB ll10B  "

SB 1200東 ぬ 棟

SA l170南 北 柵

Stt H 05井  戸

SE l150   "

SE l160   "

SK H40土  拡

20× 2

18× 8

18× 3

18× 3

18× 3

18×一

3

5■ 0  5。 5

51.0  8.0

5α 3  8.0

4&0 比8

4儀 7 佐8

4儀 7 -一

16.2

南 H FHR分床張り

】しから 1間 目にしきり(9

総 柱

総 柱

1020に伴う神SB

不  明

SB 1010東 西 棟
SB 1011南 北 棟
SB 1019東 西 棟
SB 1040 南 】ヒ棟
SB 1220   "

SB 1230東 西 棟
SE 1205井  戸
SE 1235   "

SK 1245 土   拡

5× 2

3× 2

3× 2

3× 2

4× 2

3× 2

11.2 48

41 ■1

6.4  46

岳6 &7

6.8 乱4

h6 3.0

総柱の倉庫風建物

SB1020よ り古
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調 査 地 地 籍 地 番

飛 鳥 資料館 建設 地

坂  田  寺  跡

奥 山 久 米 寺 跡

飛鳥浄御原宮跡推定地

藤  原  宮  跡

高市部明日香村大字奥山 57掛轄j.588.691～6111.705

"    祝戸字節 ε3,190勅田字島〕
"291"    奥山 645(寺口嘲 ,66a670(西田氏宅う

"    1飛鳥 207

橿原市縄手町   301-丑 316-lP 317■ L318■ 319～25

327-1・名 32与 329-■・缶 33Q

※ 方位囀難サ椒圏黎朝そ示丸
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第 1図 飛鳥資洋斗館建設地大石組暗渠実測図

第2図 坂田寺跡調査実測図
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第3図 藤原宮跡 。第 5。 6・ 7次調査遺構実測図


